
様式３

契約

道路橋りょう改良（改良）工事（防雪） 着工

01

国道２８９号　外 予定価格
自 南会津郡南会津町東地内外 最低制限価格
至 調査基準価格

100002474

100002497

100002500

100002504

100002506

100002511

100002513

100002516

100002534

100003550

※ 上記入札額に、消費税額を加算した額が地方自治法上の申込みに係る価格である。
※ 測量等の場合、「工事名」とあるのは「業務名」と、「工事箇所」とあるのは「業務箇所」

と読み替えるものとする。

令和4年9月2日

入 札（ 見 積 ）執 行 調 書
入 札 （ 契 約 ）結 果 書

年災 事項

完成

工　事　名工事番号

入札執行年月日 発注種別

41361 山口土木事務所

令和4年8月23日

令和4年8月23日

令和5年3月31日

22-41361-0054

令和4年8月18日
一般土木工事

15,303,200

220515

14,078,900

凍結防止剤散布装置  撤去・設置          Ｎ＝３．０台

業 者 コ ー ド
業　　者　　名

落 　札 　者 　の 　住 　所
入　札　額　及　び　再　入　札　額 落札額（契約額）

工事執行機関
当初・変更

工 事 概 要

本庁公所審 議 番 号

路線・河川名
工事箇所

（株）南会西部建設コーポレー
ション　南会津本社 （３）

（２）

（４） 辞退

（２）

（４） 辞退

（１）

辞退
吉野建設（株）

（３）

（２）

（４）

（１）

辞退

（１）

辞退
朝日建設（株）

（３）

（２）

（４）

（１）

大栄建設（株）
（３）

13,900,000

（１）

辞退
南総建（株）

（３）

（２）

（４）
14,350,000（１）

永洸建設（株）
（３）

（２）

（４）

辞退

（１）

辞退
東邦土建工業（株）

（３）

（２）

（４）

（１）

山星建設（株）
（３）

（２）

（４）
14,400,000

（１）

14,000,000
（株）新井組

（３）

（２）

（４）
14,400,000（１）

久米工業（株）
（３）

（２）

（４）



様式３

契約

道路橋りょう改良（改良）工事（防雪） 着工

01

国道２８９号　外 予定価格
自 南会津郡南会津町東地内外 最低制限価格
至 調査基準価格

100020255

100020358

※ 上記入札額に、消費税額を加算した額が地方自治法上の申込みに係る価格である。
※ 測量等の場合、「工事名」とあるのは「業務名」と、「工事箇所」とあるのは「業務箇所」

と読み替えるものとする。

令和4年9月2日

入 札（ 見 積 ）執 行 調 書
入 札 （ 契 約 ）結 果 書

年災 事項

完成

工　事　名工事番号

入札執行年月日 発注種別

41361 山口土木事務所

令和4年8月23日

令和4年8月23日

令和5年3月31日

22-41361-0054

令和4年8月18日
一般土木工事

15,303,200

220515

14,078,900

凍結防止剤散布装置  撤去・設置          Ｎ＝３．０台

業 者 コ ー ド
業　　者　　名

落 　札 　者 　の 　住 　所
入　札　額　及　び　再　入　札　額 落札額（契約額）

工事執行機関
当初・変更

工 事 概 要

本庁公所審 議 番 号

路線・河川名
工事箇所

（株）サンセイ
（３）

（２）

（４）
14,250,000

南会津郡南会津町界字宮前６１１

13,800,000
15,180,000

（２）

（４）

（１）

辞退
（株）マルカ

（３）

（２）

（４）

（１）

（１）

（３）

（２）

（４）

（１）

（３）

（１）

（３）

（２）

（４）

（１）

（３）

（２）

（４）

（１）

（３）

（２）

（４）

（１）

（３）

（２）

（４）

（１）

（３）

（２）

（４）

（１）

（３）

（２）

（４）



指 名 選 考 し た 理 由 

工事番号：２２－４１３６１－００５４ 

   当該箇所は、国道２８９号外の南会津郡南会津町東地内外における老朽化した既存

の凍結防止剤散布装置の撤去・新設を行い、冬期間における交通の安全確保を目的と

した工事であり、工事内容、工事規模、施工性を踏まえた上で、適切な出来形確保を

図る観点から、南会津町近傍にある企業のうち、工事等請負有資格業者名簿の総合点

及び同種・類似工事の実績、技術者数に対する手持ち工事量を総合的に勘案し、１２

者を選考した。 


